
稲沢市は、全国有数の植木の産地です。農業改良普及課の主催で、後継者を主とした植木若手

生産者の研究会を月１回開催しています。今年度９回目となる 12 月の研究会では、「収入保険」

を学びました。収入保険開始以前には、植木経営を対象とした保険制度はなかったことや今年も

多発した自然災害の脅威から会員の関心は高く、活発に意見交換がなされました。 

管内の植木生産者への各種情報提供は、この研究会以外にはほとんどないのが現状で、今回は

ＪＡを通じて、研究会にて愛知県農業共済組

合から収入保険の周知を図りたいという依

頼があり実現しました。 

研究会では愛知県農業共済組合から制度

の概要（令和２年から始まる安い掛金タイプ

についても）説明があり、その後、活発に質

疑応答がなされました。 

愛知県農村生活アドバイザー協会海部支部は、県協会の新たな取組として田原支部との支部間

交流会を開催しました。海部地域の特産品を盛り込んだ昼食会では、両支部の会員間で情報交換

が盛んに行われました。また、「れんこんセンター」視察やレンコン掘りの実演では地域特産物

のＰＲができ、充実した交流会となりました。 

愛知県農村生活アドバイザー協会の本年度の視察交流会は、支部間の交流をより深めることを

目的として、２支部での交流会として開催されました。 

海部支部は、地域特産のレンコンをふんだんに

使った弁当のほか、地域特産物を使った「すり下ろ

しレンコンの自家製味噌スープ」と「赤しその

ジュース」、郷土料理である「根菜の煮酢和え（に

あえ）」などを用意し、田原支部会員を迎えました。

交流会では地域の特色を活かした料理への感想や

作り方のコツ、食材の保管方法など田原支部会員か

ら多くの質問が寄せられ、充実した交流ができまし

た。 

研究会の様子 

海 部 農村生活アドバイザー協会が支部間交流会を開催

と き 

ところ あいち海部農業協同組合 北部営農センター（津島市大縄町） 

令和元年１１月２７日（水）

レンコン料理を紹介する海部支部会員 

尾 張 植木若手生産者、研究会で「収入保険」を学ぶ 

と き

稲沢駐在室 会議室（稲沢市）

令和元年１２月１７日（火） 

ところ



イチゴ狩り園は、農園の管理状況を消費者に直接見られるため、経営者の整理整頓への意識は

高く、ＧＡＰがなじみやすいという特徴があります。そこでＪＧＡＰ審査員を講師に招き、イチ

ゴ狩り園の経営体等を対象に現地指導会を開催しました。座学と、実際の農場取組について、Ｇ

ＡＰの視点で現地確認を受けることで、参加者は「見て意識できる取組」を共有できました。 

これまでに農業改良普及課は、知多の野菜経営主に対し研修会等においてＧＡＰの実施を呼び

掛けてきました。その中でイチゴ狩り園経営主にＧＡＰに関心を持つ者があったため、農業経営

課へ相談し、ＮＰＯ法人ＧＡＰ総合研究所特任指導員

の田原氏を講師とした現地指導会を開催しました。 

田原氏は、座学において、ＪＧＡＰ基準書の取組例

は絶対ではなく、適合基準を元に自ら考えることを強

調した上でいくつかの管理点について解説しました。 

農園では、資材置き場、パック詰め所等の確認を受

けました。農園の整理整頓や入園者の立入制限の柵設

置、靴履き替え場所の区分など見て分かる工夫など実

効性のある取組が高く評価され、参加者間でＧＡＰに

取り組む視点を共有できました。 

農業改良普及課は、レインボーバラ共選組合の販売を強化するため、生産者と主要出荷先であ

る 10 市場の担当者を集めた会議において、フローチャート作成による市場ごとの課題とその解

決方法の洗い出しを支援しました。生産者は、各市場担当者と課題を共有して具体的な課題解決

の方策を話し合えたことで、今後の品種の選定や販売戦略を明確にできました。 

レインボーバラ共選組合は、作付面積 7.3ha、栽培品種 143 品種の組織です。近年、販売金額

が伸び悩んでおり、その打開策が求められていまし

た。そこで、農業改良普及課は、市場ごとに課題や

その解決方法を図式化したフローチャートの作成

を提案し、生産者、市場等複数人が問題解決のプロ

セスを共有化しやすくすることに努めました。 

生産者から、「販売強化には予約相対数の増加が

必要と思っていたが、図式化すると出荷前情報の拡

充がより重要ということが理解できた。また、出荷

前情報が必要な品種についても話し合えた。」との

声があり、今後の生産意欲向上に繋がりました。 

知 多 知多地域のイチゴ狩り経営主 ＧＡＰの目を養う！

と き 

ところ 東浦町 

令和元年１２月３日（火）

西三河 市場ごとの課題洗い出しでバラの販売強化を図る

と き 

ところ ＪＡ西三河本店（西尾市寄住町）

令和元年９月２７日（金）

現地指導会の様子 

課題と解決方法を話し合う生産者と市場担当者



豊田洋らん研究会は、豊田市役所及び市内３ホテルで産地をＰＲするため、シンビジウムを展

示しました。市役所での展示後には、豊田市内の介護福祉施設６か所に寄贈され、消費動向を把

握するため、施設来訪者を対象にアンケートを実施しました。また、研究会長のハウスで報道機

関による取材が行われ、シンビジウムの栽培について丁寧に説明しました。 

豊田洋らん研究会では、昨年度から関係機関と連携し、

地元でのＰＲ活動に力を入れ、「とよたの花～シンビジ

ウム～」の認知度アップを進めています。農業改良普及

課は、他産地の先進事例を紹介する等の支援を行ってき

ました。 

今回の展示に合わせ、豊田市役所は「豊田市長フェイ

スブック」「豊田市地産地食応援フェイスブック」に取

組内容を掲載し、ＰＲの相乗効果を狙っています。今回

のＰＲ展示は、豊田市の全面的な支援とホテル及び介護

福祉施設の協力により実現しました。 

関谷醸造株式会社（以下、関谷醸造（株））は、設楽町を中心に栽培する米でＧＬＯＢＡＬＧ.

Ａ.Ｐ.認証を取得しました。米作りに関して認証取得したことで、海外へ日本酒を供給する足掛

かりを確固たるものとする事を狙いとしています。今回は関谷醸造(株)の米作りを担うアグリ事

業部における米の生産工程が認証されたものです。 

酒の原料米生産から加工・販売を行う関谷醸造（株）

アグリ事業部は、原料米生産部門として平成 17 年か

ら水稲栽培を開始し、令和元年産は約 27ha で「夢山

水」、「チヨニシキ」を中心に栽培しています。 

今回、アグリ事業部はＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ.認証

取得に向け、平成 30 年４月からコンサルティング会

社による定期的な指導を受けてきました。この間、農

業改良普及課はアグリ事業部からの要請に対して、Ｇ

ＡＰ取組項目に関する指導及び技術資料提供等の支

援を行ってきました。 

と き 

ところ 豊田市役所、市内３ホテル及び介護福祉施設

令和元年１１月１９日（火）から２６日（火）まで 

豊田洋らん研究会、シンビジウムを集中ＰＲ 豊田加茂 

豊田市役所での展示 

新城設楽 関谷醸造株式会社がＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ.認証を取得

と き 

ところ 関谷醸造株式会社（北設楽郡設楽町）

令和元年１０月２８日（月）（現地審査：９月１１日（水）、１２日（木））

現地審査を受けるアグリ事業部 
（手前：審査員）



ＪＡ豊橋いちご部会が、栽培技術と労務管理に関する全体研修会を開催しました。今回は新し

い試みとしてパネルディスカッションを行いました。ファシリテーターとして農業改良普及課が

進行を担い、スライドでテーマと残り時間を示しながら、部会員４名がパネラーとなって発言し、

会場の参加者が質問や意見を言って会場全体で話し合いました。部会員の知恵が次々と披露され、

盛り上がりました。 

パネラーには、経営規模（10名以上の雇用、家族のみ）や栽培方法（土耕、高設）が異なる若

手生産者が中心に選ばれました。 

栽培技術については「朝の加温方法として慣行の急速な昇温から３段階変温の緩やかな昇温方

法を行うことでチップバーン（がく片や葉縁の褐変枯死）を抑制できること」、「産地で事例の少

ないコレマンアブラバチを活用したアブラムシ防除」、労務管理については「育苗して苗販売を

行うことで年間雇用を可能にすること」、「パートの意見を聞くことで不満解消や経営改善につな

がること」等、部会員の知恵が次々と情報交換されました。皆活発に発言し、笑いの多いディス

カッションで「楽しかった」「来年もやりたい」と好評でした。 

輝きネット・あいちの技人４名が、田原市内の高等学校が主催する郷土料理講習会の講師を務

めました。愛知県立福江高等学校普通科福祉実践コースの３年生 17 名及び成章高等学校生活文

化科の３年生 28 名が、郷土食・伝統食などのいわれや調理方法を学びました。 

講習会は渥美半島で古くから食されてきた「じょ

じょ切り」や「八杯汁」のほか、地域の特産物である

キャベツを使ったキャベコロなどのメニューを、輝き

ネット・あいちの技人（以下「技人」という）が手本

を示しながら、調理のポイントを分かりやすく高校生

に伝えました。 

農村輝きネット・あつみには 16 名の技人が所属して

おり、各人が伝統食・行事食の技術、農畜産物の加工

技術、手工芸（かご作り等）の技術などの伝承活動を

行っています。 
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「ネット農業あいち」（http://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html）

東三河 ＪＡ豊橋いちご部会が全員参加型パネルディスカッション

と き 

ところ 東三河農業研究所研修館（豊橋市飯村町）

令和元年１１月５日（火）

田 原 渥美半島の食文化の伝承に技人が活躍

と き 

ところ 愛知県立福江高等学校（10/2）、愛知県立成章高等学校（11/13） 

令和元年１０月２日（金）、１１月１３日（水）

技人(中央)の指先を注視する高校生


